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トラック運送事業者の原価計算
に関する取組み
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原価意識向上の必要性

• 世界的な景気低迷の影響で、荷動きの鈍化が避け
られない情勢となっていますが、不況の時こそ原価
意識を強く持ち、車両1台当たりの生産性を高める

ことが求められます。

• このたび、誰でも簡単に操作できる「武田式運送原
価計算システム」が武田ロジスティクス研究所（代表
＝武田正治武蔵工業大学名誉教授）により開発さ
れたので、これを活用し、会員事業者各社の生産性
向上を通じた経営改善に資することとしました。
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武田式運送原価計算システムの概要①

武田式原価計算システムは、中小・小規模事業者でも容易に自社の原価
と売上げ（運賃）を比較・計算して日々の収支を自己チェックし、経営の実
情を把握することを通じて経営者の意識改革を促すことが目的です。

車両情報として車両購入
価格や任意保険料など、
人事情報として固定給や
諸手当など人件費データ、
管理情報として月当たり稼
働日数および一般管理費
率等をあらかじめ入力して
おけば、１日の走行キロ、
勤務時間、軽油単価、売
上げ（運賃）を入力するだ
けで、車両毎に日々の収
支を把握できます。また、
あらかじめ標準的な原価
データが用意されているた
め、簡単にモデル的な計
算をすることが可能です。



3

武田式運送原価計算システムの概要②

車両情報画面でデータ
の入力を終え、登録ボ
タンを押すと、自動的
に原価計算画面が開
き、その車両の１日の
原価の詳細と総原価、
営業利益、営業利益
率などが瞬時に計算
されます。営業利益が
赤字の場合は赤い字
で表示されます。

毎日この車両は赤字か、黒字かということを自己チェックして下さい。赤字の場合に
は、その原因がどこにあるのかを検証し、社内で車両運行の効率化を図ったり、荷
主に運賃値上げを要請したりする、きっかけ作りがこのソフトの狙いです。
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武田式運送原価計算システムの概要③

本ソフトウェアは、これまで原価計算になじみが薄かった小規模トラック運送事業者の
ための、いわば原価計算「入門編」として開発されたものです。荷主が提示する「運賃
ありき」の世界から脱却し、コンプライアンスを基本とした正当な原価を意識することで、
実運送を担うトラック運送業界全体の底上げにつながることが期待されます。

原価一覧タブでは、日々
入力した車両毎のデータ
を一定期間内で集計する
ことや、営業所毎の全車
両のその日１日の収支を
簡単に集計することができ
ます。そして、そのデータ
は、ＣＳＶ形式のファイル
で保存が可能なため、エク
セルを使って本社で一括
管理するなど、各社の工
夫次第でデータの集計、
分析、管理を容易に行うこ
とができます。


